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次
ペ
ー
ジ
に
続
く

【　

は
じ
め
に　

】

　

「
朝
観
音
夕
薬
師
（
あ

さ
か
ん
の
ん
ゆ
う
や
く

し
）
」
と
い
う
こ
と
ば
が

あ
る
。
江
戸
時
代
に
庶
民

の
神
仏
信
仰
が
盛
ん
で

あ
っ
た
こ
と
を
し
め
す
こ

と
ば
で
あ
る
。
大
月
市
に

お
い
て
も
江
戸
時
代
の
中

ご
ろ
か
ら
こ
う
し
た
信
仰

が
か
な
り
盛
ん
に
お
こ
な

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
し
め

す
資
料
が
、
石
造
物
や
文

書
な
ど
か
ら
見
ら
れ
、
そ

の
様
子
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で

大
月
市
に
お
け
る
霊
場
信

仰
に
つ
い
て
、
人
々
が
ど

ん
な
動
き
を
し
た
の
か
見

て
み
よ
う
と
思
う
。

一
【
西
国
三
十
三
番
札
所

の
巡
礼
】

　

大
月
町
花
咲
の
一
里
塚

跡
に
は
、
下
花
咲
の
女
性

六
人
が
西
国
三
十
三
番
の

札
所
を
巡
礼
し
た
記
念
の

碑
が
建
っ
て
い
る
。
明
治

三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）

の
こ
と
で
あ
る
。

　

西
国
三
十
三
番
観
世
音

平
井
ら
ん
、
平
井
い
ち

若
尾
い
せ
、
井
上
津
馬

小
俣
志
か
、
井
上
志
よ
う

二
【　

百
番
供
養
塔

　

】 

・
・
・
西
国
、
坂

東
、
秩
父
の
百
番
札
所
の

巡
拝

　

こ
れ
は
賑
岡
町
畑
倉
の

井
山
地
区
に
あ
る
石
碑
で

あ
る
。
平
成
七
年
時
の
市

内
の
石
造
物
調
査
で
は
、

山
肌
に
埋
め
込
ま
れ
て
い

て
、
表
面
の
文
字
が
読
み

取
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

「
百
番
供
養
塔　

江
戸

ち
ゝ
ぶ
み
ち
」

　

と
道
し
る
べ
に
も
な
っ

て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

先
年
の
道
路
拡
張
工
事
に

よ
っ
て
掘
り
起
こ
さ
れ
、

近
く
の
神
社
横
に
移
転
さ

れ
て
い
て
裏
側
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。

 

「
天
明
元
年
八
月　

施

主
九
兵
衛　

幸
右
衛
門　

吉
右
衛
門　

三
右
衛
門　

長
兵
衛　

与
右
衛
門
」

こ
の
こ
と
か
ら
天
明
元
年

（
一
七
八
一
）
八
月
に
、

九
兵
衛
他
四
人
の
五
名
の

男
子
が
百
か
所
の
札
所
の

巡
礼
を
成
し
遂
げ
た
こ
と

が
判
明
し
た
。
五
人
で
西

国
、
坂
東
、
秩
父
の
百
か

所
の
観
音
霊
場
を
巡
拝
し

た
記
念
碑
で
あ
る
。

　

百
番
供
養
塔
と
は

　

イ
…
西
国
（
関
西
）
の

観
音
霊
場
：
札
所
と
い
う
。

第
一
番
紀
伊
（
和
歌
山
）

の
青
岸
渡
寺
か
ら
第
三
十

三
番
岐
阜
の
谷
汲
山
華
厳

寺
の
三
十
三
か
寺

　

ロ
…
坂
東
（
関
東
）
の

第
一
番
札
所
鎌
倉
の
杉
本

寺
、
第
三
十
三
番
千
葉
館

山
の
那
古
寺
の
三
十
三
か

寺　
　

　

ハ
…
秩
父
の
第
一
番
札

所
四
万
部
寺
か
ら
第
三
十

四
番
水
潜
寺

　

合
わ
せ
て
こ
の
百
か
所

の
観
音
寺
を
巡
拝
し
終
え

た
記
念
の
石
碑
が
百
番
供

養
塔
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
電
車
も
自
動

車
も
テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も

な
い
頃
の
旅
で
あ
る
。
何

日
も
か
け
た
長
旅
は
数
々

の
困
難
や
苦
し
み
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
が
、
無
事
に

成
し
遂
げ
た
後
に
は
行
く

先
々
の
見
聞
や
体
験
談
が

多
く
の
人
々
に
幾
日
と
な

く
語
り
続
け
ら
れ
た
こ
と

に
違
い
な
い
。

 

歩
く
こ
と
が
基
本
の
当

時
の
旅
で
あ
る
。
先
ず
健

康
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
程

度
生
活
に
余
裕
も
必
要
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
気
心
の

知
れ
た
仲
間
と
の
旅
が
計

画
さ
れ
実
行
に
移
さ
れ
る
。

無
事
に
百
か
所
の
観
音
霊

場
を
巡
拝
し
終
え
た
時
の

感
激
や
達
成
感
、
感
謝
の

気
持
ち
が
百
番
札
所
巡
礼

の
記
念
碑
の
設
立
と
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
百
番
供
養
塔
は
，
大
月

市
内
に
は
三
〇
基
残
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
は
百
番
供
養
塔
の

町
別
の
所
在
数
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
市
の
東
部

地
区
に
集
中
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。

　 

判
明
で
き
る
名
前
を
数

え
て
み
る
と
三
十
一
人
で

あ
る
。
そ
の
中
で
最
も
古

い
建
立
年
号
は
享
保
十
二

年
（
一
七
二
一
）
で
あ
る
。

明
治
ま
で
の
お
よ
そ
百
七

十
年
の
間
に
か
な
り
多
く

の
巡
拝
者
が
い
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
中
で
、
初
狩
町
に

こ
の
供
養
塔
が
一
基
も
存

在
し
な
い
こ
と
が
不
思
議

に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
後
で
触
れ

る
こ
と
で
納
得
さ
れ
る
こ

と
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

三
【
四
国
巡
礼
供
養
塔
】

　

・
・
八
十
八
か
所
巡
り

　

岩
殿
山
の
西
北
、
浅
利

川
を
三
キ
ロ
ほ
ど
さ
か
の

ぼ
っ
た
遅
能
戸
（
お
そ
の

う
と
）
の
三
叉
路
地
点
に

こ
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）

の
建
造
で
あ
る
。
左
側
に

「
願
主
当
村
庄
兵
衛
（
し

よ
う
べ
い
）
女
」
と
あ
り
、

恐
ら
く
は
親
子
二
人
の
四

国
巡
礼
と
思
わ
れ
る
。　

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
巡
礼

に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
裏
の

家
に
貴
重
な
資
料
が
残
さ

れ
て
い
て
、
そ
れ
を
読
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
四
国
巡

礼
の
当
時
の
様
子
を
か
な

り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

 

次
の
よ
う
で
あ
る
。 

「
奉
納
四
国
八
十
八
ケ
所

弘
法
大
師
御
旧
跡
拝
礼
納

経
一
部
」
と
表
紙
に
あ
り
，

続
い
て
「
五
万
冊
施
ノ
内
、

一
万
千
六
百
八
十
四
人
目

」
と
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
五
万
冊
印
刷

し
た
納
経
帳
の
う
ち
、
一

万
千
六
百
八
十
四
人
目
に

も
ら
っ
た
納
経
帳
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

巻
末
を
見
る
と
、
享
和

二
年
（
一
八
〇
二
）
に
、

大
坂
の
橘
義
陳
（
た
ち
ば

な
よ
し
の
ぶ
）
と
い
う
人

が
四
国
八
十
八
ケ
所
の
巡

礼
を
二
十
一
回
成
し
遂
げ

た
こ
と
か
ら
、
大
願
成
就

供
養
と
し
て
納
経
帳
を
五

万
冊
印
刷
し
て
巡
礼
者
に

配
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
納
経

帳
の
裏
表
紙
に
は
、

「
文
化
八
辛
未
歳
十
二
月

甲
州
都
留
郡
畑
倉
村　

庄
兵
衛

娘
き
い
」

と
あ
り
、
遅
能
戸
の
石
碑

の
所
在
地
と
矛
盾
し
て
い

る
。

　

こ
こ
で
は
、
同
じ
賑
岡

町
で
は
あ
る
が
、
山
向
こ

う
の
畑
倉
の
地
の
庄
兵
衛

さ
ん
が
遅
能
戸
に
婿
入
り

し
て
、
そ
の
娘
き
い
と
共

に
巡
礼
に
出
た
と
考
え
て

お
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の

記
録
か
ら
文
化
八
年
（
一

八
一
一
）
十
二
月
に
出
立

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

                    

花咲

←井山

遅能戸：供養塔

←納経張
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納
経
帳
の
初
め
に
は
、

「
四
国
道
中
手
引
案
内
」 

と
し
て
、
巡
礼
中
の
注
意
が

細
々
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 

例
え
ば
、
「
す
げ
笠
少
し

深
き
が
よ
し
」
と
か
、
「
ご

ざ
に
て
も
木
綿
に
て
も
尻
当

て
吉
足
弱
く
ば
木
の
杖
（
つ

え
）
吉
、
箸
と
汁
椀
と
、
わ

ら
ん
じ
一
足
ず
つ
、
矢
立
、

納
札
、
刻
限
つ
き
、
心
得
の

事
」

「
船
に
よ
う
人
は
き
は
だ
の

粉
へ
そ
に
一
ぱ
い
入
れ
、
紙

に
て
は
り
堅
く
腹
帯
し
て
」

「
旅
へ
た
ち
て
二
三
日
は
足

軽
し
、
必
ず
急
ぐ
べ
か
ら
ず
、

足
を
い
た
め
る
な
り
少
し
近

く
と
も
難
所
は
通
る
べ
か
ら

ず
」
、
「
四
国
へ
渡
る
に

種
々
あ
れ
ど
も
・
・
・                

東
国
、
北
国
は
大
阪
へ
来
た

り
て
丸
亀
へ
上
る
に
便
り
よ

し
」

　

七
十
八
番　

奉
納
経　

　
　

本
尊
阿
弥
陀
如
来　

　
　
　

讃
州
仏
光
山

　
　
　
　

道
場
寺

　
　

月　

日　
　

行
者
丈　

　

七
十
九
番　

奉
納
経　

　
　

本
尊
十
一
面
観
音　

　
　
　

崇
徳
院
御
鎮
座
也

　
　
　
　

東
讃
州
金
花
山　

　

申
正
月
七
日　

麻
雲
珠
院

　

行
者
丈　

（
ぎ
よ
う
じ
や

じ
よ
う
）

　

船
で
香
川
県
の
丸
亀
に
行

き
、
日
付
は
な
い
が
七
十
八

番
札
所
の
仏
光
山
道
場
寺
に

参
拝
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
は
、
次
の
七
十
九
番
の
金

花
山
が
「
申
正
月
七
日
」
と

あ
る
の
で
、
七
十
八
番
、
七

十
九
番
と
巡
拝
し
た
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
「
申
正
月
七
日
」
は
、

裏
表
紙
に
書
き
記
さ
れ
て
い

る
出
立
日
、
「
文
化
八
未
歳

十
二
月
」
に
照
応
し
て
い
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
ま
り
、
文
化
八
年
の
十

二
月
に
遅
能
戸
を
出
て
、
四

国
に
渡
り
正
月
七
日
か
ら
巡

礼
を
始
め
、
三
月
二
十
一
日

に
最
後
の
札
所
で
あ
る
道
隆

寺
の
参
拝
を
終
え
た
。
巡
礼

供
養
塔
が
建
立
さ
れ
た
の
は

文
化
十
年
で
あ
る
か
ら
二
年

後
の
こ
と
で
あ
る
。

四
【
百
八
十
八
番
供
養
塔
】

・
・
・
西
国
、
坂
東
、
秩
父
、

四
国
の
霊
場
巡
拝

　

笹
子
町
原
の
立
石
坂
に

「
百
八
十
八
番
供
養
塔
」
が

建
っ
て
い
る
。
西
国
の
三
十

三
番
札
所
、
坂
東
の
三
十
三

番
札
所
、
秩
父
の
三
十
四
番

札
所
、
そ
し
て
四
国
八
十
八

番
札
所
の
合
わ
せ
て
百
八
十

八
か
所
の
巡
拝
を
終
え
た
驚

異
的
な
記
念
の
供
養
塔
で
あ

る
。

　

「
当
村　

小
林
甲
三
郎　

大
正
九
年
十
月
二
十
日
」

と
あ
り
、
一
人
で
こ
の
巡
拝

を
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
百
八
十
八
番
供
養
塔

は
市
内
で
五
基
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

五
【
郡
内
西
国

　
　
　
　

三
十
三
番
札
所
】

　

誰
も
が
西
国
や
秩
父
、
そ

し
て
四
国
へ
巡
拝
に
出
か
け

ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
多
く
の
人
々
が
そ
の
願

い
を
強
く
持
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
の
願
い
を
満
た
そ

う
と
試
み
た
の
が
こ
の
郡
内

の
三
十
三
番
札
所
の
設
立
で

あ
る

　

西
国
の
札
所
の
砂
を
移
し

て
本
尊
を
造
立
し
た
と
い
う
。

吉
田
か
ら
上
野
原
ま
で
広

が
っ
て
い
る
。
嘉
永
四
年

（
一
八
五
一
）
の
御
詠
歌
集

を
も
と
に
し
て
、
大
月
市
内

の
札
所
を
取
り
上
げ
て
み
よ

う
。

                 

＊
御
詠
歌
集
は
筆
者
宅
に
伝

わ
る
も
の
で
あ
る
。

一
番
札
所
…
谷
村　

普
門
寺

二
番
札
所
…
谷
村　

長
安
寺

三
番
札
所
…
谷
村　

西
涼
寺

四
番
札
所
…
谷
村　

円
通
院

五
番
札
所
…
小
野　

真
福
寺

六
番
札
所
…
境　
　

泉
福
院

七
番
札
所
…
小
明
見　

　
　
　
　
　
　
　
　

万
年
寺

八
番
札
所
…
小
明
見　

　
　
　
　
　
　
　
　

西
方
寺

九
番
札
所
…
内
野　

承
天
寺

十
番
札
所
…
平
野　

寿
福
寺

十
一
番
札
所
…
山
中

　
　
　
　
　
　
　
　

観
音
寺

十
二
番
札
所
…
新
屋　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

観
音
堂

十
三
番
札
所
…
吉
田　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

西
念
寺

十
四
番
札
所
…
小
沼　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

載
運
寺

十
五
番
札
所
…
下
暮
地　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

品
第
寺

十
六
番
札
所
…
平
栗　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

観
音
寺

十
七
番
札
所
…
大
幡　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

無
量
寺

　

十
八
番
札
所　

下
初
狩　

　
　
　
　
　

万
松
山
法
雲
寺

　

曹
洞
宗
宝
鏡
寺
末　

　

本
尊
薬
師
如
来

　

観
音
堂
あ
り

　　

の
り
の
雲　

た
ち
重
な
る

や
こ
の
寺
の

 

庭
の
千
草
も　

盛
り
な
る

ら
ん

　

十
九
番
札
所　

上
花
咲　

　
　
　
　
　
　
　

敬
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